
謹
賀
新
年

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
ね

が
い
た
し
ま
す

平
成
二
十
九
年
元
旦

近
年
、

野
生
動
物

に
よ
る
農

林
被
害
が

深
刻
化
し

て
い
ま
す
。

中
山
間

地
域
で
は
、

連
日
野
生

獣
が
出
没

し
て
い
て
、

経
済
的
、
精
神
的
な
被
害

が
日
常
的
に
も
た
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
被
害
額
は
毎
年
増
加

農
水
省
の
Ｈ
Ｐ
よ
る
と
、

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
額
は
、
平
成
21
年
度

以
降
は
年
間
２
０
０
億
円

を
上
回
っ
て
い
る
状
況
。

被
害
の
う
ち
、
全
体
の

７
割
が
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、

サ
ル
に
よ
る
も
の
で
、
特

に
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の

被
害
の
増
加
が
顕
著
で
す
。

被
害
額
と
し
て
数
字
に

現
れ
る
の
は
経
済
的
な
損

失
で
す
が
、
数
字
で
は
表

示
で
き
な
い
大
き
な
精
神

的
ダ
メ
ー
ジ
を
被
害
農
家

は
被
っ
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
で
は
、
耕

作
意
欲
の
減
退
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
、
二
次

的
獣
害
が
深
刻
な
影
響
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
植
物
を
含
む
生

態
系
全
体
へ
の
影
響
も
心

配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

・
鳥
獣
保
護
管
理
法
と
生

息
域
の
保
全

鳥
獣
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
る
要
因
と
し
て
は
、

オ
オ
カ
ミ
の
絶
滅
、
拡
大

造
林
政
策
、
狩
猟
圧
の
低

下
、
暖
冬
に
伴
う
生
息
域

の
拡
大
、
保
護
政
策
な
ど

複
合
的
要
因
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
保
護
政
策
に
つ

い
て
は
、
環
境
省
が
保
護

に
こ
だ
わ
っ
た
政
策
を
認

め
、
重
い
腰
を
上
げ
鳥
獣

保
護
法
を
見
直
し
、
増
え

す
ぎ
た
動
物
を
適
正
な
水

準
ま
で
減
ら
す
鳥
獣
保
護

管
理
法
を
改
正
し
た
の
は
、

平
成
26
年
５
月
30
日
で
す
。

『
参
考
』

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

に
つ
い
て

『
定
義
‥
生
物
多
様
性

の
確
保
、
生
活
環
境
の
保

全
又
は
農
林
水
産
業
の
健

全
な
発
展
を
図
る
観
点
か

ら
、
鳥
獣
の
保
護
‥
そ
の

生
息
数
を
適
正
な
水
準
に

増
加
さ
せ
、
若
し
く
は
そ

の
生
息
地
を
適
正
な
範
囲

に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
。
ま

た
は
、
そ
の
生
息
数
の
水

準
及
び
そ
の
生
息
地
の
範

囲
を
維
持
す
る
こ
と
。

鳥
獣
の
管
理
‥
そ
の
生

息
数
を
適
正
な
水
準
に
減

少
さ
せ
、
ま
た
は
、
そ
の

生
息
地
を
適
正
な
範
囲
に

縮
小
さ
せ
る
。
』

衆
目
は
、
い
ま
個
体
数

管
理
に
集
中
し
て
い
ま
す

が
、
生
物
の
生
息
・
繁
殖

い
き
も
の

環
境
の
再
生
・
創
出
が
、

本
来
の
目
指
す
と
こ
ろ
で

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

本
末
転
倒
の
感
は
ぬ
ぐ

え
ま
せ
ん
。

獣
害
が
問
題
に
な
り
始

め
た
の
は
、
20
年
ほ
ど
ま

え
の
こ
と
で
す
。
そ
も
そ

も
の
原
因
は
、
戦
後
の
天

然
林
を
人
工
林
に
転
換
す

る
拡
大
造
林
政
策
や
山
林

を
切
り
開
い
て
の
大
規
模

な
宅
地
造
成
な
ど
で
、
こ

れ
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

事
実
で
す
。

今
後
、
鳥
獣
保
護
管
理

法
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を

も
た
ら
す
か
を
注
目
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
平
成
35
年
度
に
は

４
５
３
万
頭
に

環
境
省
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
平
成
25
年
に
は
、
305

万
頭
の
シ
カ
が
生
息
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
現
状
の
増
加
率
の

ま
ま
進
め
ば
、
平
成
35
年

度
に
は
453
万
頭
に
達
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
獣
保
護
管
理
法
施
行

以
降
捕
獲
数
は
増
え
て
い

る
が
、
繁
殖
の
勢
い
に
追

い
付
い
て
い
な
い
の
が
現

状
。

・
狩
猟
人
口
の
減
少

鳥
獣
保
護
管
理
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
が
、
狩
猟

人
口
は
著
し
く
減
少
し
、

平
成
24
年
度
に
は
約
１
８

万
人
と
昭
和
54
年
度
の
半

分
以
下
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
国
は
有
害
駆
除
に
企

業
の
参
入
を
促
し
捕
獲
率

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

国
を
挙
げ
て
の
若
手
ハ
ン

タ
ー
の
育
成
が
急
務
だ
と

思
い
ま
す
。
野
生
動
物
の

捕
獲
は
、
す
な
わ
ち
命
を

絶
つ
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

今
後
は
、
捕
獲
個
体
を

資
源
と
捉
え
、
獣
肉
の
流

通
を
図
り
市
場
価
値
を
持

た
せ
る
取
り
組
み
も
重
要

な
課
題
で
、
こ
れ
に
よ
り

ハ
ン
タ
ー
減
少
の
歯
止
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

・
交
通
被
害

近
頃
で
は
農
・
林
業
被

害
だ
け
で
な
く
、
野
生
動

物
と
列
車
や
自
動
車
の
衝

突
事
故
が
多
発
し
、
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
て
、
山

間
部
を
走
る
鉄
道
路
線
で

は
そ
の
衝
突
対
策
が
大
き

な
問
題
で
す
。
多
く
の
鉄

道
会
社
で
は
、
線
路
に
野

生
動
物
浸
入
防
護
柵
を
設

置
す
る
こ
と
が
一
般
的
に

な
っ
て
い
ま
す
。

近
畿
地
方
を
走
る
私
鉄

の
近
鉄
が
シ
カ
用
の
踏
切

を
開
発
し
、
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

・
電
気
柵
事
故

２
０
１
５
年
に
は
、
個

人
の
設
置
し
た
電
気
柵
に

人
が
触
れ
て
感
電
死
す
る

と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
も

起
き
て
い
ま
す
。
静
岡
県

西
伊
豆
町
で
男
性
２
人
が

死
亡
、
子
供
２
人
を
含
む

５
人
が
重
軽
傷
。
電
気
柵

を
設
置
し
た
男
性
自
殺
。

今
後
、
電
気
柵
や
「
わ

な
」
に
よ
る
事
故
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
、
安
全
規

格
に
適
合
し
た
製
品
の
使

用
や
設
置
場
所
の
警
告
表

示
な
ど
、
安
全
を
最
優
先

し
た
取
り
組
み
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

・
野
生
鳥
獣
と
の
適
切

な
関
係
構
築

野
生
動
物
に
よ
る
「
被

害
」
と
は
、
人
間
側
か
ら

見
た
都
合
の
よ
い
言
葉
で
、

動
物
が
一
方
的
に
悪
い
の

で
は
な
く
、
人
間
側
に
も

反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点
が
多
々
あ
り
、
そ
れ

を
自
覚
し
て
、
対
策
を
た

て
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

人
間
が
農
耕
を
始
め
た

の
は
、
1
万
年
以
上
前
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
来
、
農
作
物
は
、
野

生
動
物
た
ち
に
と
っ
て
は
、

魅
力
的
な
食
物
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
サ
ル

や
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ス

ズ
メ
や
カ
ラ
ス
、
ネ
ズ
ミ

な
ど
野
生
鳥
獣
は
、
全
て

農
作
物
だ
け
に
依
存
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
人

間
と
程
よ
い
距
離
を
置
い

た
環
境
の
な
か
で
、
木
の

実
や
木
の
葉
、
昆
虫
や
小

動
物
な
ど
、
ま
た
、
農
作

物
に
被
害
を
与
え
る
害
虫

や
雑
草
の
種
を
食
べ
、
人

間
の
役
に
も
た
っ
て
い
ま

し
た
。
人
間
側
も
狩
猟
に

よ
り
こ
れ
ら
鳥
獣
を
食
料

と
し
た
り
と
、
人
間
と
野

生
鳥
獣
と
の
関
わ
り
は
、

き
わ
め
て
多
面
的
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る

課
題
は
、
昔
の
よ
う
な
人

と
鳥
獣
と
の
適
切
な
関
係

の
構
築
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
地
域
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
、
国
、

都
道
府
県
、
市
町
村
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

昔
話
、
猿
蟹
合
戦
や
桃

太
郎
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

サ
ル
は
日
本
人
に
と
っ
て

な
じ
み
深
い
動
物
で
し
た
。

し
か
し
、
明
治
時
代
に

な
っ
て
狩
猟
が
自
由
化
さ

れ
、
銃
に
よ
る
狩
猟
で
多

く
の
地
域
で
サ
ル
の
数
が

減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

東
北
地
方
の
よ
う
に
狩
猟

活
動
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で

は
、
サ
ル
が
地
域
的
に
絶

滅
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
ニ

ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
も
、
こ
の

頃
か
ら
減
少
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
そ
の
他
の

大
型
動
物
も
、
明
治
以
降

の
狩
猟
に
よ
っ
て
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
の
地
方
で

は
考
え
に
く
い
こ
と
で
す

が
、
東
北
地
方
で
は
サ
ル

の
肉
は
食
用
に
な
り
、
胆

嚢
（
サ
ル
の
い
）
や
頭
の

黒
焼
き
な
ど
が
薬
用
と
し

て
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。現

在
で

は
、
１
９
４

７
年
ニ
ホ

ン
ザ
ル
は

狩
猟
獣
か
ら
外
さ
れ
、
有

害
駆
除
以
外
は
捕
獲
出
来

ま
せ
ん
。

１
９
６
０
年
頃
か
ら
の

拡
大
造
林
政
策
で
サ
ル
の

生
活
環
境
が
大
き
く
変
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
サ
ル

の
す
み
か
で
あ
る
広
葉
樹

林
は
、
針
葉
樹
林
へ
と
変

え
ら
れ
、
現
在
で
は
針
葉

樹
林
は
日
本
の
森
林
面
積

の
41
％
を
占
め
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
針
葉
樹
林

は
サ
ル
に
と
っ
て
は
殆
ど

価
値
が
な
く
「
緑
の
砂
漠
」
。

拡
大
造
林
後
10
〜
20
年

経
っ
て
針
葉
樹
が
成
熟
し

て
、
食
物
不
足
に
陥
っ
た

サ
ル
た
ち
が
餌
を
求
め
て

人
里
へ
降
り
て
く
る
よ
う

に
な
っ
た
の
が
猿
害
の
始

ま
り
で
、
現
在
で
は
全
国
、

ほ
ぼ
全
て
の
地
域
で
猿
害

が
発
生
し
て
お
り
、
お
そ

ら
く
農
作
物
を
食
べ
て
い

な
い
群
れ
は
、
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
緑
の
砂
漠
」
化
が
猿
害

の
大
き
な
要
因
の
一
つ
で

す
が
、
も
う
一
つ
は
、
農

村
の
過
疎
化
・
高
齢
化
や

農
家
の
兼
業
化
の
進
行
に

よ
り
人
圧
が
低
下
し
た
こ

と
も
要
因
の
一
つ
に
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

か
つ
て
の
狩
猟
な
ど
、

人
の
怖
さ
を
知
る
世
代
の

サ
ル
達
は
全
て
死
に
絶
え
、

い
ま
の
子
孫
世
代
は
人
が

怖
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
知
り
ま
せ
ん
。
山
の
生

活
も
知
ら
ず
人
里
を
棲
家

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
頃
で
は
、
有
害
駆
除

で
捕
獲
さ
れ
る
サ
ル
は
1

年
間
で
1
万
頭
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
有
害
駆
除

に
よ
っ
て
被
害
が
減
少
し

た
と
い
う
報
告
は
今
の
と

こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
行
っ
て
い
る
対
策

は
、
主
に
追
い
払
い
や
有

害
駆
除
、
柵
な
ど
で
物
理

的
に
畑
を
守
る
方
法
で
す
,

が
、
サ
ル
対
策
は
非
常
に

難
し
く
、
コ
ス
ト
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
る
と
き
、
完
璧

に
サ
ル
の
被
害
を
防
ぐ
方

法
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い

よ
う
で
す
。

今
後
は
、
行
政
頼
み
か

ら
脱
却
し
、
被
害
減
少
と

個
体
群
の
存
続
の
両
方
を

見
据
え
た
、
猿
害
に
強
い

地
域
ず
く
り
を
確
立
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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獣害対策

新年にあたり

Ｑスズメは益鳥？

Ｑテントウムシは？

先ず始めに農作物の益・

害は人間側からみた都合

の良い言葉。

スズメは益鳥？

益鳥と害鳥両方の見方が

ありますが、益６、害４

で益鳥と見なして良いで

しょう。米を食害するの

は一時期で、それ以上に

虫を食べています。

1958年、毛沢東時代の

中国ではスズメが害鳥と

見なし、数万羽の駆除が

実施されました。1960年

になると天敵がいなくなっ

たがためにイナゴが大量

発生し作物が全滅。これ

による大飢饉で2000万人

が死亡したといわれてい

ます。

テントウムシは益虫？

テントウムシにはいろ

いろな種類がいます。

肉食のものと草食のも

のに分けられます。肉

食系は益虫で、草食

系は害虫

です。肉食の代表格は

ナナホシテントウです。

草食系の代表格はニジュ

ウヤホシテントウです。

肉食系と草食系の見分

け方は、体の甲羅にあ

ります。甲羅とはテン

トウムシの星の模様が

入っている部分です。

肉食系のテントウムシ

は甲羅がつるつるして

いて光っています。逆

に草食系のテントウム

シは細かい毛がびっし

りと生えていますので

簡単に見分けることが

できます。皆さんも、

テントウムシを見つけ

たらまず、甲羅をチェッ

クしてみてください。

テントウムシは甲羅の

星の数で名前がついて

いるものが多いです。

※コラム今後連載予定。

チョット一服 人
と
猿

関
わ
り
の
変
遷



昨
年
、
宇
陀
・
名
張
地

域
鳥
獣
害
防
止
広
域
対
策

協
議
会
で
は
、
名
張
A
B

両
群
で
の
大
量
捕
獲
を
実

施
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果
。

Ａ
群
総
数
45
頭
。

オ
ト
ナ
オ
ス
3
頭
。

オ
ト
ナ
メ
ス
16
頭
。

ワ
カ
モ
ノ
メ
ス
1
頭
。

コ
ド
モ
16
頭
。

ア
カ
ン
ボ
９
頭
。

ハ
ナ
レ
４
頭
。

大
量
捕
獲
数
19
頭
。

有
害
捕
獲
数
4
頭

死
亡
1
頭

大
量
捕
獲
後
推
定
数
22
頭
。

平
成
28
年
10
月
現
在
の
個

体
数
（
古
川
氏
計
数
）

オ
ト
ナ
オ
ス
3
頭
。

オ
ト
ナ
メ
ス
9
頭
。

コ
ド
モ
14
頭
。

ア
カ
ン
ボ
5
頭
。

合
計
31
頭
で
9
頭
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｂ
群
総
数
40
頭
。

オ
ト
ナ
オ
ス
３
頭
。

オ
ト
ナ
メ
ス
12
頭
。

ワ
カ
モ
ノ
オ
ス
２
頭
。

ワ
カ
モ
ノ
メ
ス
１
頭
。

コ
ド
モ
17
頭
。

ア
カ
ン
ボ
５
頭
。

大
量
捕
獲
数
27
頭
。

有
害
捕
獲
数
5
頭
。

大
量
捕
獲
後
推
定
数
7
頭
。

と
、
両
群
と
も
大
幅
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

大
量
捕
獲
時
、
Ａ
群
で

は
遊
動
に
大
き
な
変
化
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

Ｂ
群
で
は
、
捕
獲
檻
周
辺

（
ト
ン
ボ
池
）
に
集
中
し

近
辺
農
家
に
大
き
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

Ａ
群
移
動
グ
ラ
フ
で
の

青
蓮
寺
湖
、
ひ
な
ち
湖
の

数
値
が
高
い
の
は
、
湖
畔

に
自
生
す
る
桑
の
実
、
ア

カ
シ
ア
の
花
な
ど
湖
畔
の

植
生
が
影
響
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

９
月
頃
か
ら
移
動
距
離

が
長
く
な
っ
た
と
指
導
員

報
告
に
あ
り
ま
す
が
、
生

息
環
境
の
悪
化
（
餌
不
足

な
ど
）
な
ど
が
あ
れ
ば
、

長
距
離
移
動
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

移
動
距
離
や
速
度
も
季

節
に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
。

積
雪
地
帯
で
は
冬
季
に

は
あ
ま
り
移
動
せ
ず
、
春

季
に
は
ゆ
っ
く
り
移
動
し

な
が
ら
採
食
し
、
秋
季
に

は
比
較
的
長
い
距
離
を
迅

速
に
移
動
す
る
と
い
う
傾

向
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果

を
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
Ａ
群
で
は
9
頭

増
加
し
、
31
頭
の
個
体
数

を
確
認
さ
れ
て
い
て
い
ま

す
。
両
群
共
に
今
後
「
よ

そ
者
」
の
浸
入
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｂ
群
移
動
グ
ラ
フ
で
、

安
部
田
の
数
値
が
高
い
の

は
、
大
量
捕
獲
檻
の
餌
に

集
中
し
た
か
ら
で
、
近
頃

で
は
安
部
田
周
辺
へ
の
出

没
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
量
捕
獲
後
か
ら
、

国
道
１
６
５
号
南
側
を
遊

動
し
て
い
て
、
西
谷
、
竜

口
周
辺
か
ら
大
き
く
離
れ

る
こ
と
な
く
遊
動
し
て
い

ま
す
。

Ｂ
群
で
の
個
体
数
の
増

加
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認

さ
れ
て
お
り
ま
せ
が
、
近

い
将
来
「
よ
そ
者
」
の
浸

入
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
『
や
ま
だ
の
か
か
し
』

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
一
度
の
ぞ
い
て
見

て
下
さ
い
。

新
聞
で
は
発
信
で
き
な

い
情
報
も
満
載
し
て
ご
訪

問
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

『
名
張
鳥
獣
害
問
題
連
絡

会
or

猿
新
聞
』
で
す
。

猿
新
聞
・
『
や
ま
だ
の

か
か
し
』
に
つ
い
て
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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平
成
28
年

サ
ル
出
没
状
況

下
比
奈
知

上
比
奈
知

比
奈
知
湖

つ
つ
じ
が
丘

青
蓮
寺
湖

中
知
山

長
瀬

布
生

吉
原

百
々

神
屋

羽
根

奈
垣

富
貴
ヶ
丘

１月 ３ ８ １ ６ ０ ０ ４ ２ ０ ０ ３ ０ ０ １

２月 14 ３ ０ 11 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ３ １

３月 ７ ６ １ 12 ３ ２ １ １ ０ １ ２ ０ ０ ０

４月 ４ ２ 10 ３ 12 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

５月 ０ ２ 15 １ 14 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

６月 １ ０ 10 ０ 27 １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０

７月 ２ ５ ６ ７ ６ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ０

８月 ８ ７ ４ 11 ２ ０ ４ １ ０ ０ １ ３ １ １

９月 ３ ４ ８ ８ 13 ０ ３ ０ ０ ０ ３ ０ １ １

10月 ０ ０ 10 １ 27 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０

11月 ０ ０ 13 ２ 18 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

12月 １ ４ 12 ６ 13 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＝比奈知湖・青蓮寺湖の数値が高いのは、湖畔の植生が影響していると思われます。

笠
間

深
野

安
部
田

井
手

黒
田

矢
川

星
川

長
瀬

中
村

古
大
野

上
三
谷

長
坂

宇
龍
口

伊
竜
口

西
谷

砥
取

室
生
寺

1月 ０ ５ 16 １ ２ ０ ０ ３ ２ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０

2月 ０ ６ 14 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

3月 ０ ４ ７ ０ ０ ３ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ６ ２ ０ ０

4月 ０ ４ １ ０ ０ ５ ０ ２ ２ １ １ ０ ０ １ 12 １ ０

5月 ０ ２ 14 １ １ ２ ０ ０ ２ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０

6月 ０ ０ 11 10０ ０ ０ １ ２ ２ ０ ０ ０ １ １ ０ ０

7月 ０ １ ７ ２ ０ ０ ３ ０ ０ ０ １ １ ２ １ ７ ０ ０

8月 ０ ０ ２ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ６ ６ ４ ２ ７ １ ０

9月 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ４ ０ ４ ４ 16 ３ ０

10月０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ １ 12 18０ ０

11月０ ０ １ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ２ ３ ２ 13 ８ ３ ０

12月０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ １ 15 14０ ０

＝1月初旬の大量捕獲が影響しているものと思われます。

名張鳥獣害

問題連絡会

発行部数

錦生地区：100

部赤目地区：200部

箕輪地区: 70部

ひなち・富貴ヶ丘

：150部

つつじが丘：430部

市民センター：120部

（12地区）

名張市議会：20部

名張市役所：20部

編
集
局
よ
り


